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図表　ローヌ川沿いのダムと水力発電所
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　2012 年 6 月、欧州のローヌ川で、ジュネーブか
らリヨンまでのすべてのダムのゲートを開いて、
ダムに堆積している土砂を下流に洗い流すという
世界最大規模の一斉排砂が 9 年ぶりに実施された
（図表）。
　ローヌ川はスイスのアルプスに源を発し、レマ
ン湖、フランスのリヨンを経て地中海にそそぐ延
長 812 km の国際河川である。レマン湖の下流には、
水力発電用のベルボア（VERBOIS）とジェニシア
（GENISSIAT）の 2 基の大ダムがあり、これらのダ
ムには支流のアルブ川から年平均 35 万㎥もの大量
の細粒土砂が流入・堆積し、そのまま放置すると貯
水池容量の減少やダム上流の河床上昇による洪水時
の氾濫リスクの増大をもたらすとともに、汚水排水
の流入の影響も受けて水質悪化の原因になる。
　大ダム完成後の 1965 年 7 月に大規模な排砂が行
われたが、魚類に大きな被害が発生し、それ以降、
環境との調和を考えた慎重な管理が行われている。
排砂中の河川の水質の基準値は、スイス・フラン
スの両国政府によって定められている。排砂の実
施時期は水温が高い夏季、魚類の産卵期、および
稚魚の生育期を避けて、5 月末から 6 月上旬に行
われる。この時期は雪解けによる河川流量が多く、
その意味でも排砂に好都合である。排砂時はダム
事業者と両国政府の環境・漁業の担当部局が連携
し、下流域の浮遊物質濃度や溶存酸素濃度などの
水質の変化を連続的に観測する。排砂完了後には、
すすぎ放流を行って河床を洗浄するとともに、河
床材料をサンプリングして砂礫の目詰まり状況を
調べる。また、排砂前後に魚類を捕獲して環境へ
の影響を確認する。
　堆積土砂量が非常に多い 2 基の大ダムについて
は、以下の手順で排砂のピークをずらしながら、
下流河川の水質悪化を抑える工夫が行われている。
　第一ステップ：まず下流側のジェニシアダムの
貯水池を空にし、レマン湖からの放流水を加えた
500～600 ㎥/s の大量の水を供給して貯水池内の堆
積土砂を侵食し洗い流す。排砂完了後は貯水池に
水をためて上流からの排砂に備える。
　第二ステップ：上流側のベルボアダムの貯水池
を空にし、大量の堆積土砂を侵食し洗い流す。貯
水容量が大きい下流のジェニシアダムでは、貯水
池内の各標高の浮遊物質濃度等を監視しながら、
低層からの高濃度の放流水に中層または表層の低
濃度の放流水を混合させて基準値以下になるよう
に希釈する。
　国境を越え、環境との調和を考えてダムの土砂
管理が行われている事例は世界でも他にはない。
調査結果がまもなく公表される予定であり、今後
の排砂技術を考えるうえで他国でも参考になる。
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